
2019年度 映像情報を活用した情報提供環境の整備

・IPカメラ多点モニターシステム構想



2018年西日本豪雨を受けての課題

（１）想定していなかった場所で災害が起きた。

（２）想定していなかった時間で災害が起きた。



（１）想定していなかった場所で災害が起きた。

（２）想定していなかった時間で災害が起きた。

→発生した事案は主に【河川】
・河川の氾濫による道路の寸断。
・河川の氾濫による電柱の倒壊。
・土砂崩れによる道路の寸断。

→台風/地震と違い、状態の累積による事案
・雨が降り続き、その累積によって発生した、
「河川の氾濫」と「土砂崩れ」



この2案件に対応するために必要なこと。

①時間の経過に沿った状態把握

②映像による見える化

③道路交通の情報

④河川の情報



①時間の経過に沿った状態把握

②映像による見える化

多数の地点を同時に見ることができ、
かつ録画できるシステム

マルチライブカメラ送出システム



③道路交通の情報

④河川の情報

各監督行政との情報連結できる仕組み

定期的な情報交換ができる協定？会議？



①②は自社で取り組めるので

まずはこの点を検討しました。

①時間の経過に沿った状態把握

②映像による見える化

③道路交通の情報

④河川の情報



2019年度に導入予定の

マルチライブカメラ送出システムの【条件】

・多数のカメラが運用できること
・録画ができること
・情報を素早く出せること
・拡張性と汎用性があること
・コストパフォーマンスが良いこと

2019年度導入予定のシステムの画面



1システムで最大64ヶ所
の映像を確認できます。



テレビでの表示



テレビでの表示



カメラ設置場所を社内で公募/検討



このシステムを導入するに当たり必要なこと。

設置場所に関する行政との連携

【設 置 用 地】
【設置場所選定】
【電 源】
【 プライバシー 】

課 題
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